
【今後の試算スケジュール】 

新たな国保制度における「市町村標準保険料率」の仮試算結果について（概要） 

【試算の前提】 
 ○ 平成29年度において新制度が適用されたものと仮定した場合における保険料額
であり、平成30年度の実際の保険料額ではない 

 
【主な試算条件（概要）】 
 ○ 府内全体で必要な事業費納付金総額を算定し、市町村ごとの所得水準、被保険
者数、世帯数に応じて按分 

 ○ 統一保険料率となるよう、市町村ごとの医療費水準は反映しない 
  
〔前回からの主な変更点〕 
  ○ 保険料算定式 
    医療分・後期分：３方式 ⇒ 所得割、応益割（均等割６：平等割４） 
    介護分    ：２方式 ⇒ 所得割、応益割（均等割） 
 
  ○ 試算上の推計被保険者数 約220.6万人（▲4.7万人） 
 
  ○ 平成30年度からの追加公費《約1,700億円》のうち、普通調整交付金・ 
  特別調整交付金（子ども被保険者数）《400億円》のみ算入 
  (※激変緩和用暫定措置分、保険者努力支援等《1,300億円》は算入しない) 
 
  ○ 各市町村の保険料過年度収納分の一部を反映 
 
  ○ 保険料・一部負担金減免費用、保健事業の拡充分を反映 
 
 

【試算結果概要（平成29年10月試算値）】 
①市町村標準保険料率（府内統一） 
 
 
 
 
 
 
 
〔参考〕前回試算（2月） 
 
 
 
 
 
 
 
②一人当たり保険料額の比較（府内平均） 
  （平成28年度の繰入等がないものとして比較した場合） 
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前回試算（2月） 今回試算（10月） 

平成28年度 131,420円 131,420円 

平成29年度 132,687円 129,307円 

（増減） 
＋1,267円 
（＋0.96％） 

▲2,113円 
（▲1.61％） 

保険料水準が増加 28団体 18団体 

保険料水準が減少 15団体 25団体 

【前回試算からの主な減少要因】 
○ 追加公費拡充 

所得割 均等割 平等割 賦課限度額 

医療分 8.28％ 27,911円 30,618円 54万円 

後期分 2.65％   9,009円   9,883円 19万円 

介護分 2.50％ 17,078円        0円 16万円 

所得割 均等割 平等割 賦課限度額 

医療分 8.79％ 34,970円 24,976円 54万円 

後期分 2.60％ 10,455円   7,467円 19万円 

介護分 2.41％ 12,190円  6,292円 16万円 



市町村別一人あたり保険料における平準化（統一保険料率）による保険料比較

前回試算
(H29.2月)

今回試算
(H29.10月)

A B C C-A (C-A)/A

131,420 132,687 129,307 ▲ 2,113 ▲ 1.61%

1 大阪市 127,446 128,566 124,584 ▲ 2,862 ▲ 2.25%

2 堺市 126,445 127,094 123,353 ▲ 3,092 ▲ 2.45%

3 岸和田市 130,432 131,174 126,724 ▲ 3,708 ▲ 2.84%

4 豊中市 132,042 146,817 142,357 10,315 7.81%

5 池田市 139,488 141,612 137,338 ▲ 2,150 ▲ 1.54%

6 吹田市 135,881 144,423 140,000 4,119 3.03%

7 泉大津市 130,539 130,476 125,928 ▲ 4,611 ▲ 3.53%

8 高槻市 139,053 144,166 139,472 419 0.30%

9 貝塚市 128,235 131,951 127,420 ▲ 815 ▲ 0.64%

10 守口市 168,976 124,862 121,059 ▲ 47,917 ▲ 28.36%

11 枚方市 135,245 136,500 132,139 ▲ 3,106 ▲ 2.30%

12 茨木市 139,047 147,528 142,874 3,827 2.75%

13 八尾市 129,134 137,610 133,175 4,041 3.13%

14 泉佐野市 135,375 132,151 127,802 ▲ 7,573 ▲ 5.59%

15 富田林市 140,587 134,314 129,797 ▲ 10,790 ▲ 7.67%

16 寝屋川市 133,501 125,581 121,422 ▲ 12,079 ▲ 9.05%

17 河内長野市 151,410 139,989 135,540 ▲ 15,870 ▲ 10.48%

18 松原市 124,784 129,541 125,343 559 0.45%

19 大東市 130,757 125,026 120,999 ▲ 9,758 ▲ 7.46%

20 和泉市 134,135 137,401 132,591 ▲ 1,544 ▲ 1.15%

21 箕面市 151,096 154,350 149,681 ▲ 1,415 ▲ 0.94%

22 柏原市 128,563 135,960 131,448 2,885 2.24%

23 羽曳野市 112,934 136,962 132,127 19,193 16.99%

24 門真市 111,075 130,794 126,733 15,658 14.10%

25 摂津市 133,807 143,838 139,386 5,579 4.17%

26 高石市 134,268 135,679 131,070 ▲ 3,198 ▲ 2.38%

27 藤井寺市 142,889 130,397 125,911 ▲ 16,978 ▲ 11.88%

28 東大阪市 127,736 133,631 129,583 1,847 1.45%

29 泉南市 111,704 117,730 112,049 345 0.31%

30 四條畷市 114,208 134,403 130,097 15,889 13.91%

31 交野市 127,598 145,387 140,702 13,104 10.27%

32 島本町 148,723 150,688 145,521 ▲ 3,202 ▲ 2.15%

33 豊能町 137,935 159,801 154,368 16,433 11.91%

34 能勢町 152,280 139,177 133,919 ▲ 18,361 ▲ 12.06%

35 忠岡町 121,815 130,178 125,561 3,746 3.08%

36 熊取町 158,642 142,414 137,511 ▲ 21,131 ▲ 13.32%

37 田尻町 171,293 132,682 127,450 ▲ 43,843 ▲ 25.60%

38 阪南市 143,690 129,537 125,005 ▲ 18,685 ▲ 13.00%

39 岬町 146,823 138,627 134,065 ▲ 12,758 ▲ 8.69%

40 太子町 127,382 143,896 138,862 11,480 9.01%

41 河南町 137,821 145,859 141,038 3,217 2.33%

42 千早赤阪村 153,625 147,255 141,867 ▲ 11,758 ▲ 7.65%

43 大阪狭山市 173,958 144,276 139,684 ▲ 34,274 ▲ 19.70%
金額は、医療分、後期分、介護分の合計値 増；18市町村

減；25市町村
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